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巻頭の辞 

 昨年二〇一九年は、平成天皇が生前退位をされ元号が平成から令和に改元

されるという節目の年。この年、当会にとって大きな力を与えてくださった

三人の大先輩がお亡くなりになりました。 

お一人は、当会の植物部長の成広總一郎さん。広く薬局経営をされる傍

ら、季節ごとにご自宅に持つ広大な温室のエビネ蘭をはじめとした貴重な山

野草を学生たちにいつも楽しく紹介してくださいました。ご自身は県学校薬

剤師会会長・日本学校薬剤師会常務理事などの公職を歴任され平成一六年に

は文部科学大臣表彰もお受けになられています。 

次に、陸水生物学者の渡辺直さん。

二〇一八年十一月に蒜山津黒高原荘に

おいて開催された第四十二回水生昆虫研究会岡山大会では体の不

自由が原因で参加頂けませんでしたが、日本の水生昆虫研究世界

の水準に引き上げて国際的な研究交流の道を開いてくださった先

達のお一人。京都大学で博士号を取得後に兵庫県職員時代には市

川の鉱山排水問題の対策に関わり、香川大学に赴任されてからは

教授として多くの学生を導かれる傍ら、岡山の旭川のオオシロカ

ゲロウ羽化生態の研究に何年も通っていただき、岡山の研究者育成にも尽力いただきました。 

もうお一人最後になりますが、オオサンショウウオ研究の第一人

者の栃本武良さん。姫路市立水族館を退職後に黒川あんこうミュー

ジアム（現在の日本ハンザキ研究所）という小学校跡地利用のオオ

サンショウウオ研究の聖地を設立され、岡山から突然訪ねたにも拘

らず温かく教えてくださいました。当会が岡山理科大斎藤研究室に

お願いして岡山の鏡野町富で六年前に始めた生態研究の開始にあた

り、大学生とお邪魔して研修をしていただきました。 

此処に三人の大先輩のご冥福を心よりお祈りいたしますととも

に、私共も先輩方に学んで調査観察に邁進して参る所存です。 

また、お三方以外にも当会の活動のために多くの方々の尊いお力添えを頂いておりますことに、改め

まして此処に深く感謝申し上げます。皆さま方におかれましては、当会に今後一層のご指導ご鞭撻のほ

どよろしくお願い申し上げます。 
令和二年 庚子（かのえね）西暦二〇二〇年 正月 

事務局 吉鷹一郎 拝 



2019年シンポジウム行事から           能登 律安 
今年は、下記のシンポジウム行事「川に関わる環境学習を学ぶ集い」を、夏冬の２回開催しました。 

（１）第５回「川に関わる環境学習を学ぶ集い」（岡山市教育委員会との共催） 

日時・会場：2019年 8月 18日（日）13:00~15:00 岡山市環境学習センター「めだかの学校」 

テーマ① 森・川・海のつながりについて語り合おう 

テーマ② 自然観察の楽しさと意義について語り合おう ～昆虫写真を中心として～ 

講 師  吉鷹 一郎 氏 、石井 貴志 氏 （昆虫写真家） 

【要約】  

①森・川・海のつながりの視点から見ると、全国各地で同じような問題が起こって

いる。「諫早湾」「児島湾」にも、赤潮やノリの色落ち等の問題が起きている。瀬戸内

海では、干潟の問題が顕著である。かつての海の状態をとりもどすには、長い年月

がかかると思われる。 

②よい写真は、「露出を合わせる」ことが大切。「しぼり」「F値」「シャッター速度」

を調節する。オートフォーカスのカメラが多いが、「ピント」は昆虫の目に合わせる

とよい。後半は水生昆虫の成虫等の写真撮影の実習をおこなった。 

（２）第６回「川に関わる環境学習を学ぶ集い」 

日時・会場：2019年 12月 15日（日）13:00~15:00 岡山市環境学習センター「めだかの学校」 

テーマ①  川に関わる活動について情報交換し、地域の自然への思いを語り合おう 

テーマ② 自然写真の写し方について実習し、学びを深めよう  

講 師  石井 貴志 氏 （昆虫写真家） 

【要約】 

①これまでの活動を振り返ると、自然観察への思いは「自然に感動する」ことであ

り、「感察（感じること）」でもあった。「これからの 10年」を考えるとき、地元の

文化を伝え、地域の自然を守っていくことが求められている。竹枝地区では地元の

熱意のもとに、旭川かいぼり調査がこれまで 14年間で 12回継続して開催されてい

る。自然観察活動に子どもたちが参加することで、波及効果が大きいと思う。子ど

ものときの感動体験が大人になっても自然観察活動への関心につながると思う。 

②写真撮影で基本となるのは「しぼり」の調整。「感度 ISO」、「被写界深度」（ピン

トが合う範囲）でさらに調整する。「深度合成」の方法は、パソコンソフトを使う

方法とカメラの機能を使う方法とがある。実際に講師の撮影した写真を見せていただいた後、屋外に出て水生

昆虫幼虫等の撮影実習をおこなった。 

第 12回旭川かいぼり調査に参加して 

2019 年 11 月 3 日、第 12 回目のかいぼり調査が竹枝小学校前の旭川で開催されまし

た。当日は天候にも恵まれ 500 人以上の参加があり、午前中は川の生き物調査、川を

耕す活動、クリーンアップなどをおこないました。午後は、パネル展示、生き物展示解

説などがありました。当会では、水生昆虫の展示と解説、パネル展示「旭川の生き物た

ち」をおこないました。干あがった川で夢中になって生き物を見つけている親子や展

示された生き物に見入っている子どもたちの姿をたくさん見ることができました。参

加者から、「川の底や石の下にはいろいろな生き物がいて感動した」、「川を耕すことの

大切さを知りました」などの声がありました。 

森・川・海のつながりを学ぶ 

地域の自然への思いを語り合う 

自然写真の撮影実習 

川の生き物調査 

水生昆虫の解説 

（御津高校） 

自然写真の写し方を学ぶ 



令和元年岡山野生生物調査会・旭川源流大学実行委員会活動報告 写真資料（一部） 

 

総会行事 

日時：1月 13日（日）       参加者：30名 

場所：操山公園里山センター 

主催：岡山野生生物調査会、旭川源流大学実行委員会 

概要：昨年の活動報告と今

年の活動方針等について

話し合われた。谷田一三氏

により、豊かで美しい自然

を取り戻すために何をす

るか、のテーマで講演が行われた。 

 

早春の観察会 

日時：2月 3日(日)、3月 24日(日)  参加者：10名 

場所：御津、建部、粟井、千屋、草間 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：セツブンソウやヤマ

アカガエルの卵塊の観察

を行った。千屋では水生昆

虫の調査、草間ではユキワ

リソウの観察を行った。 

 

ハルノマルツツトビケラ観察会  

日時：3月 17日（日）        参加者：5名 

場所：西川周辺 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：西川で目撃報告があ

った、ハルノマルツツトビ

ケラ D. sakura Nozaki, 

2017の観察を行った。 

 

第 10回旭川源流大学 in吉井川 

日時：5月 3日（金）～5日（日）   参加者：20名 

場所：吉井川源流域 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：吉井川源流域の水生

昆虫相の解明を目的とし

て、幼虫と成虫の調査を行

った。 

 

 

身近な水環境の一斉調査 

日時：6月 9日（日）        参加者：30名 

場所：旭川流域各地 

主催：旭川流域ネットワーク 

概要：全国水環境マップ実

行委が行う調査で、旭川流

域ネットワーク(AR-NET)

に協力し、採水やパックテ

ストの支援を行った。 

 

大飛島海岸調査 

日時：6月 16日（日）      参加者：15名 

場所：カブトガニ博物館、大飛島 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：瀬戸内海の貧栄養

化、海洋生物の生息状況な

どの確認を目的として、大

飛島にて調査を行った。 

 
 

第 10回旭川源流大学 in旭川 

日時：7月 6日（土）～7日（日） 参加者：15名 

場所：新庄村、蒜山、津黒 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：旭川源流域の水生昆

虫相の解明を目的として、

幼虫と成虫の調査を行っ

た。 

 

旭川かいぼり調査勝山・竹枝 

日時：7月 28日(日)、11月 3日(日) 参加者：500名 

場所：勝山、竹枝 

主催：真庭市、竹枝をおもう会など 

概要：絶滅危惧種アカザ、

カジカの調査を中心に毎

年行われている市民参加

型の生き物調査で、水生昆

虫の採集、解説を行った。 



ウミホタル観察会 

日時：8月 3日（土）       参加者：20名 

場所：大浜海岸 

主催：おかやま環境ネットワーク  

概要：家族向けに、大浜海

岸周辺に生息するウミホ

タルの観察会を行った。 

 

 

第 7回おかやま環境教育ミーティング 

日時：8月 5日(月)        参加者：500名 

場所：岡山コンベンションセンター 

主催：おかやま環境教育ミーティング実行委員会など 

概要：県内の環境活動を行

う団体の発表交流会に参

加し、活動の報告を行っ

た。  

 

あくあぴあ芥川・大阪市立自然史博物館見学 

日時：8月 11日（日）        参加者：5名 

場所：高槻市、大阪市 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：自然に対する見聞を

深めるために見学を行っ

た。あくあぴあ芥川では館

長の解説で新しい魚道の

見学をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオシロカゲロウ調査 

日時：9月上旬           参加者：10名 

場所：岡北大橋下河川敷周辺 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：立正大学関根一希先

生の依頼により、旭川での

オオシロカゲロウの調査

を行った。 

 

ヤマトビイロトビケラ観察会 

日時：11月 23日（金）       参加者：5名 

場所：牟佐大久保 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：希少な完全陸生の水

生昆虫で、岡山理科大学の

学生の卒業研究のテーマ

にもなっている。分布・生

息状況の調査を行った。 

新庄村水生昆虫調査 

日時：11月 30日(土)～12月 1日(日)  参加者：5名 

場所：新庄村 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：新庄村周辺にて、

カワゲラなどを中心とし

た水生昆虫の生息調査を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年の行事案内 ☆参加ご希望は事務局に事前連絡を ☆参加費 500円 

・2月 23日(日) 早春の観察会①：セツブンソウ、アテツマンサクなど 9:00～15:00 集合：9:00津山線金川駅前 

・3月 15日(日) ハルノマルツツトビケラ観察会：10:00～15:00、集合：10:00西川アイプラザ  

・3月 22日(日) 早春の観察会②：カタクリ、ユキワリソウなど 9:00～17:00、集合：9:00津山線金川駅前 

・4月～5月 大飛島海岸調査、新庄村水生昆虫調査 

・9月 オオシロカゲロウの羽化観察と調査 

・11月 ヤマトビイロトビケラの調査と観察会 

・11月(予定) 第 44回水生昆虫研究会兵庫大会 

他にも公民館などで巡回パネル写真展示などの企画を行うことがあります。事前に告知いたしますので、ホーム

ページをご覧ください。また、季節の生き物情報はいつでもご連絡ください。観察会の要望がありましたら、事務

局にご連絡をお願いします。随時、検討いたします。 

＜事務局連絡先＞ Tel：090-1186-9358、Mail：ephoronshigae@yahoo.co.jp (吉鷹) 

HP：https://okaseibututyousa.wixsite.com/okayaseiseibutu 


